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　　 （※被害部分とは、その土地の使用に著しい支障がある部分のことです。）

　＜備考＞土地の状況の詳細について記入してください。

補修工事済

補修工事予定あり

　　〔工事開始予定日　　○月　　○日〕

　　 なお、被害部分には斜線を引いて、おおよその被害面積がわかるようにしてください。

しばらく補修工事しない
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土 地 被 害 状 況 図

受付者

　　　　　　（例：土地の東側部分に、深さ３０cmの段差が生じ、その上に建っていた車庫が倒壊した。）

裏山の土砂崩れにより、大量の土砂が流入し、倉庫と居宅が全壊。
土地も立ち入りができない状況。

　◇被害のあった土地の、建物の位置や被害部分について記入してください。
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